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重．緒雷

‡SO145771－1では、硬さ試験での荷重一変位線図に基
づいた材料特性評価法が提案され、試験荷重がユN以上で
の試験をマクロ領域と規定しているO　同時に、工業界で
は広範囲な材料に対応した材料特性評価も塵賓である缶
本研究では、石橋らの提案するナノ、ミクロ領域での

角錐庄子を用いた鹿島に対サるヤング率算出理鴇り麿高
に、適用可能な材料を金属及び高弾性材料に拡張した

F叫ItS止aεtal．の拡張理論コ）について、マクロ領域での有
用性の検討を行ったO　実験は、荷重、変位測定部を計装
化した市販のピッカース硬さ試験機を用いて、金属及び
高弾性材料に対して行い、ヤング率の算出を行ったc

ヱ．ヤング率算出理籠式

角錐住子による辞さ試験を利用したFl小ts止aεtal．の理
論2）から、ヤング率g∫算出式は（l）式で示される0

鞄＝を一博晋鮎警適巨監封車尊
且s：試験片のヤング率，抽

ぶ岬）：試験片の弾性パラメータ

…も量′

試験片のポアソン比

巨浩
β　：圧子の対面角巨1360）
吊　：庄子押込み畳曹　　長：庄子除荷農

£劇：試験荷重　‡　魔：鰐験機の弾性変形塵
x　：試験機較正係数

動　こ庄子のヤング率，　曲：庄子のポアソン比

J（ε）：庄子の弾性パラメータ

＝字＝壬き†享！二＝一三亡三三一二

庄子と試験片の接触時には、試験機にも弾性変形が生
じるため、荷重一変位牌固から得られる庄子押込み盈轟

と庄子除荷量阜においては、試験機の弾性変形豊島を補
正する必要があるO　また、（り式からヤング率を算出する
ためには、試験機較正係数xを求める必要もあるO
そこで、金属と高弾性材料の三種類を較正用試験片に

使用して、それぞれ試験荷重阜〃と荷婁一変位線固から得
られる庄子押込み患昂、庄子除荷豊島から（ユ）式を用い、
各試験荷重に関してFlglに示す試験機の弾性変形畳み
と試験機較正係数∫の関係を得るC　両試験片を満足する

値を試験揺の弾性変形島庵盈び試験機鞋正孫戟茸とする¢

車齢屯璃畿控掛軸㌢憫
円草b：庄子と試験片の弾性′ミラメータ（＝ざ桓）＋埴））
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3.実験

3.1試験機と庄子
アカシ製ピッカーース硬さ試験機(AVK CD　に,変位

測定器と荷重測定器を組込んで計装化して使用したo　賦
験rl1の測定部からU)荷過と変位のデー-･タを^/Dボーードを

介Lてパソコンに取り組むことによって荷虚▲一変位線[波
を得たo庄子はピッカ-ス圧子である対面角136-　の正四
角錐ダイアモント托-[･を使用したIJォgヱに荷塵-変位測
定部と庄子尭磯田模式図を癖単音

Pyramidal mdenler sensor lareel
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Fig. 2 Schematic illustrations of load-displacement
measuring part and tip of diamond pyramidal indenter

3.芸　英英符

合金丁具銅球さ基準片HV700(SKS3)､曲軸硬さ基準片
HV!00(C2600P)､銅線さ基畔片r王V40(CIO2QP)､アルミニ

ウム合金(A2017)と高弾性材料としてポリカーポネ-ート

を使用したG　較正用試験片として､合金工具鋪辞さ基準

片fiV500(SKS3)と削単性材料のガラスBK7を使用した.I

3.3　試鼓荷重､試験回数および鮮敦温度

試験荷鹿LMは使用した試験機の高荷登城である49N､
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4 . 突 放結果

4 . 1 荷重--.- 変位線図
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これら の 結果 よ り
t 車硬き基準片 H V 4 O 以 外毒ま文献態 と

量霊ぼ最もミ -

敦を示 し て い る
Q 銅 ほ 1 8 % 毎度 の 磨 三 度 習 ヤ

ン グ 率 が 低 下 す る 傾向 が あ り
.

一 方
.

ピ ッ カ
ー

ス 庄 子 で

の 押込み に よ っ て 生 じ る くぼ み 周 辺 g3 平均 ひ ず みt加 工

度きほ も
害% 軽度とみ磨きれ るo ニ の 恵 め 算 出ヤ ン グ率が 文

献値 と 比 較 し て 低 い 値を と っ た もの と 考 え ら れ る
o
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5 . 結 吾

宅lき 荷重 l 愛鑑朝露部 を計装孝ヒした 市巌 の ど シ カ - ス 硬

さ能舞機 を済 い て t
F u3皇短慮 a et ai . の ヤ ン グ率算出理

論式を マ ク ロ 領域 に 対 し て 拡 大適 用 し. た
o

宅蓋ラ 合金 三 農額硬さ基準片 H V 5O O l 高野性材料 の 労 ラ ス

B K 7 を 較 正 用 試験片 と し て , 試験機 の 弾性変形量 と

試験機較 正 係数を決定 し
. 金属 と 高弾性材料 の プ ラ

ス チ ッ ク に 対 し て ヤ ン グ 率を算出 し た と こ ろ . 銅硬

さ基準片 H V 4 0 を除き
.

文 献値 と ほ ぼ 良 い- 一 致 を示
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で 有用 で あ る こ と が 確 認 され た
o

く票き 牽後 蛙 マ グ ロ 額犠 と ミ ク ロ 額域 の 境界付近 の 帝豊壌

に 対す る 理 論式 の 有 用 性 を検討す る 予 定 で あ るo

本研究を行う に あ た り 実験な どに 協力 い た だ い た 学部

4 年生 の 小 坂井暁史君 . 田 辺 愛君 に 感謝申 し 上 げ る ユ
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